
ナ
ロ
グ
放
送
と
同
規
模
の
エ
リ
ア
確
保
を
目

的
に
、
六
百
m
級
の
タ
ワ
ー
が
必
要
で
あ
る

た
め
、
東
京
タ
ワ
ー
の
代
わ
り
に
建
設
さ
れ

る
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
用
の
電
波
塔
で
あ
る
。

高
さ
は
約
六
百
十
m
を
予
定
し
て
お
り
、
中

国
の
広
州
に
で
き
る
同
じ
六
百
十
m
の
広
州

テ
レ
ビ
タ
ワ
ー（
二
〇
〇
九
年
完
成
）に
並
ぶ
。

建
設
さ
れ
れ
ば
、
現
在
世
界
一
で
あ
る
カ
ナ

ダ
（
ト
ロ
ン
ト
）
の
CN
タ
ワ
ー
（
一
九
七
六

年
完
成
）
を
越
す
が
、
自
立
式
建
造
物
と
し
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編
集
責
任
者　

五
月
女　

稔

第
三
十
一
号

平
成
十
九
年
一
月
三
十
一
日

【

婦

人

会

】

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　

町
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
よ
い

新
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
心
か
ら
お
喜
び

申
し
上
げ
ま
す
。
昨
年
は
何
か
と
町
会
運
営

に
、
ひ
と
か
た
な
ら
ぬ
御
理
解
御
協
力
を
賜

り
ま
し
て
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

ふ
り
か
え
っ
て
見
ま
す
と
、
隅
田
川
花
火

大
会
の
警
備
、
飛
木
稲
荷
神
社
の
大
祭
、
秋

の
交
通
安
全
運
動
週
間
、
防
災
訓
練
、
暮
れ

の
町
内
夜
警
と
お
忙
し
い
中
本
当
に
御
協
力

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
又
、
押
上
地
区
に

世
界
一
高
い
新
東
京
タ
ワ
ー
の
建
設
も
決
定

い
た
し
ま
し
た
。

　

尚
本
年
も
よ
り
一
層
の
町
会
事
業
に
対
し

ま
し
て
御
理
解
御
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。
最
後
に
皆
様
の
御
繁
栄
と
御

健
勝
を
お
祈
り
し
二
〇
〇
七
年
が
町
内
の
皆

様
に
と
り
ま
し
て
、
す
ば
ら
し
い
一
年
に
な

り
ま
す
よ
う
心
か
ら
ご
祈
念
致
し
ま
し
て
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

【

福

利

厚

生

部

】

押
上
一
丁
目
仲
町
会

町
会
長

高
橋
邦
夫

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
本
年
も
何
卒
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。
旧
年
中
、
皆
様
に
は
廃
品
回
収
等
に

ご
協
力
い
た
だ
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◆
毎
年
恒
例
の
新
年
会
を
一
月
二
十
一
日

（
日
）
押
上
の
季
節
料
理
「
永
藤
」
で
開
催
い

た
し
ま
し
た
。
当
日
は
十
七
名
の
ご
参
加
を

得
ま
し
て
、
話
も
十
分
弾
み
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム

で
一
等
賞
は
、
参
加
費
が
無
料
に
な
っ
た
人

も
い
ま
し
た
。
お
い
し
い
料
理
を
頂
き
と
て

も
賑
や
か
な
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

◆
本
年
度
は
、
二
名
の
新
会
員
に
な
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
入
会
希
望
の
方
が

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
大
歓
迎
で
す
。

◆
日
帰
り
旅
行
を
春
に
計
画
し
て
お
り
ま

す
。
行
き
先
等
ご
希
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
役

員
ま
で
、
是
非
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
多
数
の

ご
参
加
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

【
し
ら
と
り
子
供
会
】

 

夏
休
み
に
入
っ
て
す
ぐ
Ｏ
Ｓ
Ｔ
の
方
々
と

共
い
つ
も
子
供
会
の
活
動
に
そ
の
他
に
ご
理

解
ご
協
力
を
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

冬
休
み
の
十
二
月
二
十
七
日
、
子
供
会
行
事

で
映
画
鑑
賞
を
行
い
ま
し
た
。
錦
糸
町
オ
リ

ナ
ス
映
画
館
に
て
「
デ
ス
ノ
ー
ト
」
を
観
ま

し
た
。
子
供
会
全
員
で
映
画
鑑
賞
を
す
る
の

は
少
し
難
し
い
課
題
な
は
ず
で
し
た
。
な
ぜ

な
ら
低
学
年
、
高

学
年
、
中
学
生
と

観
た
い
と
思
う
映

画
が
異
な
る
か
ら

で
す
。
し
か
し
、

今
回
ア
ン
ケ
ー
ト

を
行
っ
た
結
果
全

員
「
デ
ス
ノ
ー
ト
」

に
一
致
し
た
た
め

実
現
し
た
行
事
で

す
。
三
月
に
は
入

卒
祝
賀
会
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
中
学
生

四
名
、
小
学
生
三
名
卒
業
で
す
。
新
一
年
生

の
予
定
は
（
？
）　

ま
す
ま
す
寂
し
い
子
供
会

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
町
会
の
皆
様
の
さ

ら
な
る
ご
支
援
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

【

年

頭

の

ご

挨

拶

】

　

本
年
平
成
十
九
年
は
二
人
の
方
が
押
上
一

丁
目
仲
町
会
の
新
成
人
に
な
り
ま
し
た
。
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
、
福
利
厚
生
部
の
活
動
も
年
間
を
通

じ
、
敬
老
の
日
の
お
祝
い
と
成
人
の
日
の
お

祝
い
が
主
な
活
動
で
す
。

【

交

通

部

】

 

日
頃
、
町
会
交
通
部
の
行
事
に
ご
協
力
い

た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

平
成
十
八
年
度
「
区
民
交
通
傷
害
保
険
」「
自

転
車
賠
償
責
任
プ
ラ
ン
」
に
町
会
の
多
く
の

方
々
が
加
入
さ
れ
ま
し
た
。

 

一
方　

十
七
年
度
は
、
事
故
に
伴
う
保
険

金
請
求
が
区
で
三
七
八
件
あ
り
十
二
区
で
一

番
多
い
区
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

「
区
民
交
通
傷
害
保
険
」

 

被
保
険
者
が
交
通
事
故
に
遭
い
、
怪
我
を

し
た
場
合
保
険
金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

「
自
転
車
賠
償
責
任
プ
ラ
ン
」

 

自
転
車
に
乗
ら
れ
る
方
の
保
険
で
す
。

「
区
民
交
通
傷
害
保
険
」
は
「
自
転
車
賠
償
責

任
プ
ラ
ン
」
と
併
せ
た
も
の
で
す
。

 

被
保
険
者
が
自
転
車
に
乗
っ
て
他
人
に
接

触
し
怪
我
を
さ
せ
た
り
、
他
人
の
物
に
損
害

を
与
え
た
り
し
た
場
合
、
相
手
の
治
療
費
お

よ
び
休
業
補
償
等
（
最
高
一
千
万
円
）
が
支

払
わ
れ
ま
す
。

 

つ
き
ま
し
て
は
、
町
会
と
し
て
十
九
年
度

も
団
体
加
入
を
行
い
ま
す
の
で
、
多
く
の
方
々

に
お
願
い
を
い
た
し
ま
す
。

【
新
タ
ワ
ー
構
想
写
真
】

　

新
東
京
タ
ワ
ー
は
、
都
心
部
で
の
高
層
ビ

ル
の
増
加
に
伴
う
電
波
障
害
を
低
減
す
る
こ

と
（
特
に
受
信
機
が
小
型
で
影
響
を
受
け
や

す
い
ワ
ン
セ
グ
放
送
に
対
応
す
る
こ
と
）、
ア

ワーナー・ブラザース・オンラインより

て
は
二
〇
一
〇
年
に
先
に
完
成
す
る
モ
ス
ク

ワ
の
モ
ス
ク
ワ
シ
テ
ィ
タ
ワ
ー
（
ロ
シ
ア
タ

ワ
ー
）
が
世
界
一
と
な
る
。
ま
た
新
東
京
タ

ワ
ー
の
四
五
〇
m
に
建
設
さ
れ
る
展
望
台
も

上
海
環
球
金
融
中
心
（
二
〇
〇
八
年
完
成
。

展
望
台
は
四
七
二
m
）、
ブ
ル
ジ
ュ
・
ド
バ
イ

（
高
さ
は
最
低
で
も
八
〇
八
m
）
な
ど
続
々
と

海
外
で
建
設
さ
れ
て
い
る
超
高
層
ビ
ル
の
展

望
台
に
は
高
さ
が
及
ば
ず
「
世
界
一
」
と
し

て
は
無
冠
の
タ
ワ
ー
と
な
る
。
東
京
都
墨
田

区
の
東
武
伊
勢
崎
線
の
押
上
駅
と
業
平
橋
駅

の
間
に
挟
ま
れ
て
い
る
東
武
鉄
道
の
本
社
の

隣
接
地
で
所
有
地
で
も
あ
る
貨
物
駅
跡
に
建

設
さ
れ
る
。

Rising East Projectポスターより



り
二
人
掛
け
と
一
人
掛
け
に
な
っ
て
い
る
席

の
前
面
に
は
小
型
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
も
備
え
ら

れ
て
あ
っ
た
。
鳥
栖
か
ら
鹿
児
島
本
線
。
之
か

ら
熊
本
へ
向
か
う
。
駅
弁
を
開
き
車
内
昼
食
と

す
る
。
右
窓
外
に
普
賢
岳
の
噴
煙
を
遠
望
し
乍

ら
熊
本
到
着
。 

 

第三十一号　押上一丁目仲町会広報誌　『押　仲』　平成１9年 1月 31日発行

【

編

集

後

記

】

 

東
京
駅
新
幹
線
ホ
ー
ム
へ
ひ
か
り
一
号
博

多
行
に
乗
車
六
時
七
分
発
車
十
二
時
一
分
博

多
到
着
と
言
う
事
は
約
六
時
間
新
幹
線
に
揺

ら
れ
て
い
た
訳
だ
が
、
家
内
共
々
乗
り
物
は

好
き
な
の
で
大
し
て
長
い
と
は
感
じ
な
か
っ

た
。

 

一
寸
駅
前
（
筑
紫
口
）
へ
出
て
駅
舎
を

カ
メ
ラ
に
JR
快
速
（
鹿
児
島
本
線
）
に
乗

り
、
二
日
市
着
下
車
タ
ク
シ
ー
で
観
世
音
寺

へ
観
世
音
寺
は
天
平
十
八
年
（
七
四
六
年
）

天
智
天
皇
が
母
、
斉
明
天
皇
の
冥
福
を
祈
っ

て
建
立
し
た
西
日
本
一
の
大
寺
院
だ
が
、
二

度
も
火
災
に
遭
い
現
在
の
建
物
は
天
禄
時
代

（
一
六
八
八
年
〜
一
七
〇
四
年
）
の
再
建
と

の
事
。
鐘
楼
の
鐘
は
日
本
最
古
で
あ
り
、
国

宝
で
あ
る
。

 

次
で
大
宰
府
天
満
宮
へ
行
っ
て
も
ら
う
西

鉄
大
宰
府
駅
前
で
降
り
る
。
菅
原
道
真
公
の

御
墓
所
の
上
に
社
殿
を
造
営
し
て
其
の
神
霊

を
御
奉
仕
す
る
社
、
そ
れ
が
大
宰
府
天
満
宮

で
あ
る
。

 

二
つ
の
太
鼓
橋
を
渡
っ
て
行
く
と
楼
門
。

楼
門
を
潜
る
と
破
風
造
り
の
本
殿
（
国
宝
）

で
あ
る
。
本
殿
の
右
手
に
飛
梅
。
左
手
に
皇

后
梅
が
、
時
の
右
大
臣
道
真
公
は
塩
喜
元
年

（
九
○
三
年
）
榎
寺
配
所
で
病
死
し
た
。
道

真
公
の
没
後
、
都
で
は
風
雨
・
落
雷
・
火
災

が
相
次
ぎ
人
々
は
道
真
公
の
信
じ
と
神
事
恐

れ
た
。

 

朝
廷
は
道
真
に
正
二
位
を
贈
り
廟
を
手
厚

く
祀
っ
て
霊
を
鎮
め
た
。
以
来
廟
所
の
安
楽

寺
天
満
宮
は
次
第
に
栄
え
、
明
治
に
な
っ
て

大
宰
府
天
満
宮
と
し
て
神
社
に
統
一
さ
れ
た

と
。
現
在
の
神
殿
は
天
正
十
九
年（
一
五
九
一

年
）
筑
前
の
国
主
小
早
川
隆
景
公
の
再
建
寄

進
に
よ
る
も
の
で
、
今
年
で
四
百
十
余
年
に

な
る
由
。
今
日
迄
千
年
の
時
の
流
れ
の
内
、

幾
度
と
な
く
兵
火
や
矢
火
に
遭
っ
た
が
、
其

の
度
に
厚
い
信
仰
に
支
え
ら
れ
て
再
建
さ
れ

た
と
。
大
宰
府
と
は
（
天
皇
の
詔
勅
を
奉
じ

て
行
政
を
行
う
役
所
）
と
言
う
意
味
で
あ
る
。

 

境
内
は
広
く
楠
の
大
木
が
目
に
つ
く
。
修

学
旅
行
か
学
生
さ
ん
達
の
列
が
引
き
も
切
ら

ず
続
く
。
参
道
両
側
の
土
産
物
店
の
多
く

は
名
物
明
太
子
を
並
べ
て
い
る
が
メ
ー
カ
ー

に
よ
っ
て
微
妙
に
味
が
異
な
る
相
で
今
日
の

ブ
ー
ム
は
、
第
二
次
大
戦
後
中
州
の
ふ
く
や

が
調
味
に
工
夫
を
こ
ら
し
た
明
太
子
を
作
っ

た
の
が
始
ま
り
の
由
。
駅
前
で
タ
ク
シ
ー
を

拾
い
二
日
市
へ
戻
る
。
次
い
で
快
速
に
乗
り

再
び
博
多
へ
戻
る
。
直
ぐ
に
地
下
鉄
に
乗
る
。 

 
こ
の
地
下
鉄
は
博
多
地
下
鉄
一
号
線
で
姪

浜
迄
は
JR
筑
肥
線
と
相
互
乗
入
れ
と
な
っ
て

い
る
。向
う
は
唐
津
。姪め

い
は
ま浜

か
ら
地
上
に
出
る
。

右
窓
外
は
今
津
湾
だ
。
や
が
て
唐
津
着
下
車
。

荷
物
を
持
っ
た
ま
ま
徒
歩
で
出
発
と
す
る
。

 

先
ず
唐
津
神
社
へ
詣
で
る
。
住
吉
三
神
を

祀
る
航
海
の
神
で
十
二
月
二
日
か
ら
三
日
間

行
わ
れ
る
祭
礼
（
お
く
ん
ち
）
は
名
高
い
。

 

そ
の
折
、
町
内
を
練
る
獅
子
鯛
・
冑

か
ぶ
と

等
の

曳ひ
き
や
ま山
十
四
台
神
社
左
手
の
曳
山
展
示
場
に
展

示
さ
れ
て
あ
り
、
始
め
て
目
に
し
た
曳
山
に

暫
し
見
と
れ
た
。
之
は
一い

っ
か
ん
ば

閑
張
り
と
言
う
工

法
で
、
和
紙
を
数
百
枚
張
り
重
ね
漆
で
仕
上

げ
た
も
の
の
由
で
、
何
と
も
豪
華
で
あ
っ
た
。

 

五
番
山<

鯛>

は
フ
ラ
ン
ス
ニ
ー
ス
の

カ
ー
ニ
バ
ル
に
、
十
番
山<

謙
信
の
冑>

は

ア
メ
リ
カ
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
、
オ
ラ
ン
ダ

ロ
テ
ル
ダ
ム
へ
と
そ
れ
ぞ
れ
海
を
渡
り
多
く

の
観
衆
を
魅
了
し
た
由
で
あ
る
。
之
か
ら
唐

津
城
へ
向
か
う
。
寺
沢
志
摩
守
広
高
が
慶
長

十
三
年
（
一
六
〇
八
年
）
名
護
屋
城
解
体
の

資
材
を
用
い
て
完
成
さ
せ
た
と
言
わ
れ
る

天
守
閣
で
あ
る
。
現
在
の
天
守
閣
は
昭
和

四
十
一
年
の
再
建
。

 

天
主
よ
り
望
む
松
浦
湾
は
す
ば
ら
し
い
。

城
の
下
に
在
る
唐
津
東
高
校
の
生
徒
達
が
天

守
閣
に
登
る
石
段
を
何
回
も
何
回
も
汗
し
て

上
り
下
り
し
て
い
る
。
部
活
だ
が
お
互
い
自

主
的
に
鍛
え
て
い
る
と
の
話
し
。
若
い
っ
て

ほ
ん
と
う
に
羨
ま
し
い
。
眼
下
に
見
下
ろ
し

た
松
浦
川
に
架
か
る
舞
鶴
橋
を
渡
る
。
唐
津

市
制
六
十
周
年
を
記
念
し
て
架
橋
（
架
け
替

え
）
さ
れ
た
由
。
し
ば
ら
く
街
中
を
歩
き
松

浦
橋
の
訣
を
左
に
行
く
と
松
原
が
見
え
て
き

た
。 

 
 

其
の
一
角
に
在
る
三
階
建
て
の
建
物
が

今
夜
の
宿
と
し
た
国
民
宿
舎
虹
の
松
原
ホ
テ

ル
。
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
、
案
内
さ
れ
た
の
が
二

階
の
二
一
三
号
室
。
正
面
の
海
は
唐
津
湾
。

前
方
に
見
え
る
小
島
は
高
島
。
小
さ
い
島
だ

が
小
・
中
学
校
も
あ
る
由
。
夜
は
高
島
の
明

か
り
が
綺
麗
だ
っ
た
。
ホ
テ
ル
の
対
応
も
良

好
食
事
も
良
し
。
翌
朝
唐
津
湾
で
見
た
日
の

出
が
誠
に
良
か
っ
た
。
朝
食
を
早
め
に
済
ま

せ
タ
ク
シ
ー
で
出
発
す
る
。

 

虹
の
松
原
（
ホ
テ
ル
の
在
る
所
か
ら
東
へ

長
さ
五
K 

幅
一
K
の
黒
松
の
林
が
続
い
て
い

る
）
を
見
る
の
に
最
高
と
言
う
展
望
台
へ
、

成
る
程
之
は
見
事
な
眺
望
。
こ
の
松
原
は
唐

津
藩
主
寺
沢
広
高
が
防
風
林
と
し
て
江
戸
初

期
に
植
林
し
た
も
の
で
、
今
や
其
の
数
百
万

本
と
言
わ
れ
て
い
る
。
二
里
の
松
原
と
も
呼

ば
れ
三
保
の
松
原
、
天
の
橋
立
と
共
に
三
大

松
原
と
讃
え
ら
れ
今
や
名
実
共
に
日
本
一
と

の
事
だ
。

 
JR
唐
津
線
鬼
塚
で
タ
ク
シ
ー
と
お
別
れ
。

此
処
は
無
人
駅
。
ホ
ー
ム
の
前
は
松
浦
川
。

反
対
側
は
国
道
二
〇
三
号
が
走
っ
て
い
る
。

気
動
車
で
た
っ
た
一
輌
。
走
る
窓
外
は
麦
畑

が
断
続
的
に
続
い
て
い
る
。
佐
賀
着
。
長
崎

本
線
鳥
栖
行
に
乗
り
換
え
て
三
田
川
着
。
タ

ク
シ
ー
で
五
分
程
の
所
だ
が
吉
野
ヶ
里
遺
跡

の
見
学
に
行
く
。
筑
紫
平
野
の
北
部
神
崎
町

と
三
田
川
町
に
跨
る
丘
陵
に
二
重
の
濠
で
囲

ま
れ
、
物
見
櫓
を
も
つ
弥
生
時
代
最
大
級
の

環
濠
集
落
が
発
掘
さ
れ
た
も
の
で
遺
跡
に
は

各
種
復
元
さ
れ
て
あ
り
一
見
の
価
値
大
と
み

た
。
空
車
を
見
つ
け
て
三
田
川
駅
へ
U
タ
ー

ン
。
長
崎
本
線
で
鳥
栖
へ
。
駅
弁
を
求
め
て

ハ
イ
バ
ー
有
明
二
十
一
号
に
乗
車
。
何
と
嬉

し
い
事
に
先
頭
の
展
望
車
の
最
前
列
の
席
。

客
車
の
一
輌
の
半
分
が
G
席
に
な
っ
て
お

【

大

宰

府

か

ら

】

石
田
輝
雄

　

正
月
ら
し
さ
が
毎
年
薄
れ
、
辛
う
じ
て
年
賀
状

が
正
月
の
行
事
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の

年
賀
葉
書
も
減
少
傾
向
で
、
携
帯
電
話
で
の
メ
ー

ル
送
信
が
増
え
て
い
る
よ
う
で
す
。
益
々
、
簡
単
・

便
利
が
優
先
し
た
世
の
中
に
な
り
ま
し
た
。
忙
し

さ
に
つ
い
、
安
易
に
簡
単
・
便
利
を
求
め
て
し
ま

い
ま
す
が
、
手
間
の
掛
か
る
事
ほ
ど
大
切
な
も
の

で
す
。
そ
ろ
そ
ろ
足
元
を
見
直
す
時
代
に
な
っ
た

よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

今
年
の
町
会
は
、
周
囲
の
変
革
に
対
応
す
る
時

期
に
な
り
、
大
き
く
変
わ
る
事
に
な
り
そ
う
で
す
。

【

Ｏ

Ｓ

Ｔ

】

 

新
年
明
け
ま
し
て
御
目
度
う
御
座
い
ま
す
。

皆
様
お
元
気
で
お
正
月
を
迎
え
ら
れ
た
で
し
ょ

う
か
。
昨
年
の
忘
年
会
は
如
何
で
し
た
か
。
何

時
も
大
増
の
お
弁
当
で
し
た
が
今
年
は
草
津
亭

の
お
弁
当
で
豆
大
福
や
枝
豆
を
つ
ま
ん
だ
り
し

て
お
隣
同
志
お
喋
り
を
し
て
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
も

大
賑
わ
い
で
し
た
。
終
わ
り
頃
に
は
唄
も
出
て

大
変
楽
し
い
半
日
だ
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。 

 

十
二
日
に
は
五
地
区
の
デ
ィ
ズ
ニ
ー
シ
ー

の
日
帰
り
バ
ス
旅
行
で
十
五
名
出
席
で
行
っ
て

参
り
ま
し
た
。
お
昼
頃
か
ら
雨
が
降
り
出
し
ま

し
た
が
電
車
に
乗
っ
た
り
し
て
花
火
や
ミ
ッ

キ
ー
の
乗
っ
た
船
等
が
噴
水
の
廻
り
を
廻
っ
た

り
す
る
催
し
も
の
も
楽
し
ん
で
見
て
参
り
ま
し

た
。
後
は
欠
席
者
の
方
に
カ
ス
テ
ラ
等
気
持
ち

許
り
の
品
を
配
り
ま
し
た
。
ぜ
ひ
今
度
は
ご
出

席
下
さ
る
様
御
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
シ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り

町 会 今 後 の 予 定

二月 区民傷害保険申し込み
三月 期末役員会開催
 青少年育成委員会研修

飛木稲荷神社神楽殿竣工祭


